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2026年8月24日（月）

NPO法人徳島サステナブル社会推進センター

（徳島県地球温暖化防止活動推進センター/
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• 県内の気候変動教育のさらなる推進のため、県・県教育委員会・

NPOとが連携して徳島県版気候変動ミステリーの教材を制作する。

• 制作にあたっては、徳島県の地域の情報を加味したものにすること

で、徳島県の地域性・環境課題について学べる教材とする。また、

教材制作の段階から県内の様々な教員関係者に関わってもらうこと

で、より学校現場で使ってもらえる教材とする。

• 教材の制作過程や関わり感を含め、県版ミステリーについて「とく

しま環境学習フォーラム」で情報発信することで、教員への教材の

認知・関心を向上させ、現場での活用を浸透させる。

今年度の取組・目的・ねらい

2



項 目 内 容 時 期

1.制作WS

徳島県地球温暖化防止活動推進員で教員関係者の方々がミス

テリーを体験し、徳島県版制作に向けてアイデアを出す。

※ミステリーカード試作版ver1を制作する

6月7日

6月20日

2.エコリーダー

養成講座

「とくしまGXスクール」の教員を対象として県教委が開催す

る｢エコリーダー養成講座｣において、気候変動教育の状況や

ミステリーの教材を紹介する。【オンライン開催】

6月26日

3.教員研修
教員を対象にver1を使った研修会を開催する。
※参加した教員の意見等を踏まえ試作版ver2を制作する 8月18日

4.トライアル

授業

WSや研修に参加した教員の学校等にてver2を使ったトライア

ル授業（３校程度で調整中）を開催する。
※トライアル授業で得られた意見を踏まえ教材を完成させる

10～11月

5.フォーラム

開催

とくしま環境学習フォーラムを開催し、新しい教材となる県
版ミステリーについて、教員の認知・関心を向上させ、現場
での活用を浸透させる。

来年1月頃

徳島県版ミステリーの制作日程
高橋敬子先生（未来のためのESDデザイン研究所代表）と高田研先生（一般社団法人地球

温暖化防止全国ネット理事長）のご指導のもと、次のスケジュールで、制作を進めている。
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徳島県版気候変動ミステリーver1
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徳島県にある私の小学校では、暑すぎ

て、今日も授業で水泳ができなかった。

先生が、「暑さ指数」や「水温」を測っ

て決めたようだ。そんな日は、

「熱 中 症
ねっちゅうしょう

警戒
けいかい

アラート」が出て、休み

時間も「外遊び禁止」となってしまう。 

そう言えば、お父さんが子どものとき

は、運動会が 10 月だったらしい。私

たちは 5月にやっているけど･･･ 

美波町の「藻
も

藍部
あ い ぶ

」という

団体は、海から海藻
かいそう

がな

くなる「磯焼
い そ や

け」の解決を

目指している。 

そのために、海藻
かいそう

を食べ

てしまう「アイゴ」という

魚をとっておいしい料理

に変えたり、海藻
かいそう

を育て

ている。 

図出典・参考：藻藍部ホームページ（https://moaibu-assoc.com/about-us） 

①漁獲する 

②加工する 

③販売する 

④再利用する 

⑤育てる 

鳴門市の農地
の う ち

ではコウノトリがく

らしている。 

その近くを流れる川では、河岸
かわぎし

の

土地を削
けず

り、コウノトリもくらし

やすくなるような水辺づくりが行

われている。 

水辺ができると、コウノトリも飛

んできそうだし、川幅
かわはば

が広がるの

で、雨が降った時に水が流れやす

くなりそうだ。 

図出典・参考：国土交通省ホームページ 

（https://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/report/info-r07/r070725-2/r070725-2.pdf） 

 

 

 

2024年までの約 100年間で、

日本近海の海面水温は、1.33℃

上がっている。 

 

丸（青） ：各年の平年差 
太線（青）：5 年移動平均値 
太線（赤）：長期変化傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図出典：気象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/data/shindan/a_1/japan_warm/japan_warm.html）（2026 年 7 月 1 日確

認） 

日本
に ほ ん

近海
きんかい

の海面
かいめん

水温
すいおん

の変化 

世界のエネルギーの消費の変化 

社会の発展
はってん

や人口の増加などに

よって、くらしに必要なエネル

ギー（電気、ガス、ガソリンな

ど）の消費量
しょうひりょう

が世界中で増えて

いる。その中でも、石油、石炭、

天然ガスなどの化石
か せ き

燃料
ねんりょう

を燃

やして得られるエネルギーの割

合が高く、2023年には全体の

80％以上を占
し

めている。 
図出典：経済産業省資源エネルギー庁「エネルギー動向（2025 年 6 月版）」より  

https://www.enecho.meti.go.jp/about/energytrends/202506/html/s-2-1.html （2026 年 6 月 22 日確認） 

石炭、石油、天然ガスなどの化石
か せ き

燃料
ねんりょう

を燃やすと、二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

（CO2）などの地球の気温を上

げるはたらきをもつガス（温室
おんしつ

効果
こ う か

ガス）が排出される。化石
か せ き

燃料
ねんりょう

の消費による温室
おんしつ

効果
こ う か

ガ

スの排 出 量
はいしゅつりょう

が世界的に増えて

いる。 

世界の温室
おんしつ

効果
こ う か

ガスの排出量
はいしゅつりょう

の変化 

図出典：全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA）「燃料別に見る世界の二酸化炭素排出量の推移」より 

https://www.jccca.org/download/13331 （2026 年 6月 22 日確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

気候のシミュレーションによると、

2100 年までの世界
せ か い

平均
へいきん

気温
き お ん

は、

1850年～1900年に比べて、1.0℃

～5.7℃の範囲
は ん い

で上昇する可能性
かのうせい

が

あると予測されている。 

気温がどれだけ上昇するかは、これか

ら、二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

などの温室
おんしつ

効果
こ う か

ガスを

どのくらい出すかによって違う。 

世界の平均
へいきん

気温
き お ん

の変化
へ ん か

予測
よ そ く

 

図出典：全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA）「地球温暖化まなび BOX」 

熱中症
ねっちゅうしょう

による救急
きゅうきゅう

搬送
はんそう

人員
じんいん

と死亡者数
し ぼ う し ゃ す う

の変化 

夏 の 暑 さ の 厳 し い 年 は 、

熱 中 症
ねっちゅうしょう

による救 急
きゅうきゅう

搬送
はんそう

人員
じんいん

が増えるとともに、死亡数
しぼうすう

も増

える。 

特に、高齢者
こうれいしゃ

や子どもは、体温
たいおん

調整
ちょうせい

機能
き の う

が十分ではないため、

熱 中 症
ねっちゅうしょう

に注意が必要だ。 

図出典：「令和 7 年（5 月～9 月）の熱中症による救急搬送状況」（消防庁)、「人口動態統計－熱中症による死亡数の年次推移」（厚生労働省）（2026 年 7 月 1 日確認） 

参考：熱中症環境保健マニュアル 2022（環境省） 

磯焼
い そ や

け 徳島県では、海水温の上昇

や、「アイゴ」という魚が

海藻
かいそう

を食べてしまうことが

原因で、海藻
かいそう

が減って海の

中が砂漠のように見える

「磯焼
いそや

け」が起きている。 

海藻
かいそう

がなくなると、海の生

き物のすみかや食べ物がな

くなってしまう。 

図出典・参考：徳島県立農林水産総合技術センター 徳島水研だより第８５号（https://www.pref.tokushima.lg.jp/file/attachment/177904.pdf） 

海藻
かいそう

をたべるアイゴ 磯
いそ

焼
や

けのようす 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

藻場
も ば

とは、海藻
かいそう

がたくさん生いしげっ

ている場所のこと。 

藻場
も ば

は、魚の赤ちゃんが敵からかくれ

たり、エサを食べたりする大切な場所

で、「海のゆりかご」ともよばれている。 

また、海水をきれいにしたり、光合成
こうごうせい

に

よって二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

を吸収して、酸素
さ ん そ

を

出す役割
やくわり

も果
は

たしている。 

図出典：徳島県立農林水産総合技術センター 徳島水研だより第８５号（https://www.pref.tokushima.lg.jp/file/attachment/177904.pdf） 

藻場
も ば

の役割
やくわり

 

「アカトンボ」ならぬ「ベニトンボ」 

徳島では、夏に、ため池に行くと、

「アカトンボ」ならぬ「ベニトンボ」

というトンボが見られるようにな

ってきているようだ。 

もともとは、鹿児島県より南の、温

かい地域にいるトンボで、気温の

上 昇
じょうしょう

ですむ場所
ば し ょ

が、ひろがってい

るようだ。 
写真提供：布川洋之 

参考：徳島県のトンボ 

「鳴門わかめ」の生産量
せいさんりょう

の減少
げんしょう

 

「鳴門わかめ」の養殖
ようしょく

をしている鈴

木さんは、がっかりしている。 

「鳴門わかめ」の生産量
せいさんりょう

は、海水の

高水温化
こうすいおんか

により、養殖
ようしょく

期間
き か ん

が短くな

ったりすること等が原因で、減少し

ている。 

図出典：徳島県立農林水産総合技術支援センター提供資料（2020 年 7 月）、

（公社）徳島県産業国際化支援機構ホームページ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

高水温
こうすいおん

に強い新しい「鳴門わかめ」 

1m

新品種

従来品種
徳島県では、「鳴門わかめ」の生産量

せいさんりょう

を安定させるため、高水温
こうすいおん

に強い新

しい「鳴門わかめ」の品種
ひんしゅ

を作って

いる。 

水温が高くても育ち、食べられる部

分もこれまでのわかめより、1.2～

1.9倍多いようだ。 

図出典：徳島県立農林水産総合技術支援センター「鳴門わかめ」早生新品種の開発 

日本の雨の降り方の変化 

日本全体で大雨の年間
ねんかん

発生数
はっせいすう

は明らかに増加している。 

気温の上昇により、雨雲の材料

（水蒸気
すいじょうき

）が増加していること

が理由の一つとして考えられ

ている。 

 

図出展：気象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html） 

徳島県の水害
すいがい

 

大雨や豪雨のため、徳島県内

の各地で、浸水
しんすい

被害
ひ が い

が起きる

ようになってきている。 

原因として、多くの水蒸気
すいじょうき

を

含んだ、非常に湿った空気が

継続
けいぞく

して流れ込んで、いっぱ

い雨を降らせたようだ。 
吉野川の流域での水害の様子 那賀川の流域での水害の様子 

図出展：国土交通省「平成 26 年台風 12 号・11 号による四国地域の水害・土砂災害」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

徳島県
とくしまけん

那賀町
な か ち ょ う

でのまちづくり 

徳島県の那賀町
なかちょう

では、二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

の排
はい

出
しゅつ

を 0に近づける、まちづく

りが進められている。 

森林率 95％という地域の強みを

活かし、二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

（CO₂）を吸収

して閉じ込める木材の利
り

活用
かつよう

をは

じめ、環境
かんきょう

教育
きょういく

や木育
もくいく

など、地域
ち い き

全体
ぜんたい

で取りくんでいる。 

 図出展：モリモリ NAKA ホームページ（https://morimori-naka.jp/） 

徳島県の農家の田中さんは、

高温
こうおん

の影響で、お米に、「白
しろ

未熟粒
みじゅくりゅう

」が多くなることで、

お米の見た目や美味しさが

低下することに頭を悩ませ

ている。 

※「白
しろ

未 熟 粒
みじゅくりゅう

」になったお米（上の画像の赤枠のぶぶん） 

※「白
しろ

未 熟 粒
みじゅくりゅう

」：高温によりお米の主な成分であるデンプンの蓄積
ちくせき

が不足して、 

すき間ができ、光が反射
はんしゃ

して、白く見えるようになるお米の粒のこと。 

図出典：徳島県立農林水産総合技術支援センター 

お米の高温
こうおん

の影響 

高温
こうおん

に強いお米 

高温
こうおん

によるお米への影響
えいきょう

を少なくするため

に、44 の都
と

府県
ふ け ん

で、高温
こうおん

に強いお米が作ら

れるようになってきている。 

徳島県では、高温に強いお米として「あきさ

かり」や「にじのきらめき」といった品種
ひんしゅ

の

お米が作られるようになってきている。「白
しろ

未熟粒
みじゅくりゅう

」の発生が少ないだけでなく、風で稲
いね

がたおれにくく、味も美味しいそうだ。 

図出典：「JA グループ」ホームページ 

参考：農林水産省ホームページ「令和 7 年地球温暖化影響調査レポート（速報）」

（https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-170.pdf） 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

 

 
 

世界では、気温や海水温の上昇に

ともない勢力
せいりょく

の強い台風の発生

が増えることが予測されている。 

ちなみに、日本では台風だが、アメ

リカではハリケーン、インドでは

サイクロンと呼ばれる（いずれも

熱帯低気圧）。 

勢力
せいりょく

の強い台風の発生の増加 

図出典：環境省ホームページ（https://www.env.go.jp/content/000147982.pdf） 

世界や日本では、2050年までに、

二酸化炭素（CO₂）などの温室
おんしつ

効果
こ う か

ガスの排出
はいしゅつ

をゼロにすることをめ

ざしている。 

その目標にむけて、発電
はつでん

時
じ

に CO₂を

出さない太陽光
たいようこう

発電といった「再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー」などを導入
どうにゅう

する

一方で、植林などによる CO₂の

吸 収
きゅうしゅう

を進めている。 

温室
おんしつ

効果
こ う か

ガスの排出
はいしゅつ

をゼロに 

図出典：環境省ホームページ 

再生
さいせい

可能
か の う

エネルギーを活用
かつよう

したくらし 

徳島県にくらす坂東さんは、

自宅に、太陽光
たいようこう

発電
はつでん

と蓄電池
ちくでんち

を導入し、移動には EV（電気
で ん き

自動車
じどうしゃ

）を使っている。 

図出典：徳島県、NPO 法人徳島サステナブル社会推進センター 

 

 

 

世界の年
ねん

平均
へいきん

気温
きおん

は、100 年間で

0.79℃上がっている。 

特に 1990年代以降、高温になる年

が増えている。 
 

細線（灰）：各年の平均気温の基準値からの偏差 

太線（青）：偏差の 5年移動平均値 
直線（赤）：長期変化傾向 
 

 

図出典：気象庁ホームページ

（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html） 

 

 

 

 

日本の年
ねん

平均
へいきん

気温
き お ん

は、100 年間で

1.44℃上がっている。 

特に 1990 年代以降、高温になる年

が増えている。 
 

細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差 

太線（青）：偏差の 5年移動平均値 
直線（赤）：長期変化傾向 
 

 

 

 
 

世界の年
ねん

平均
へいきん

気温
き お ん

の変化 

日本の年
ねん

平均
へいきん

気温
き お ん

の変化 

図出典：気象庁ホームページ 

（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html） 

鳴門市周辺の水路ではナガエツルノ

ゲイトウという植物（南アメリカが

原産の植物）がいっぱい生えている。 

この植物は、侵入すると、水路を覆っ

てしまったりするため、水が流れに

くくなり、洪水が起こりやすくなる

ようだ。 

南米
なんべい

が原産
げんさん

のナガエツルノゲイトウ 

図出典：徳島県 

参考：農林水産省ホームページ 

（https://www.maff.go.jp/kanto/nouson/kankyo/kankyo.html） 



１．ミステリー制作WS①

日時：６月７日（日）、13：30～16：00

参加：高田先生、高橋先生、温暖化防止活動推進員、事務局

内容：ミステリーとは何か、講演と体験（先行事例から学ぶ）
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１．ミステリー制作WS②

日時：６月２０日（土）、10：30～15：15

参加：高橋先生、温暖化防止活動推進員（学生含む）、事務局

内容：徳島県版の教材制作に向けたアイディア出し等
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２．エコリーダー養成講座

日時：６月２６日（金）、14：00～16：00

参加：県内の教員関係者

内容：GXスクールの取組評価、気候変動ミステリーの教材について
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3.教員研修（ミステリー体験）

日時：８月１８日（火）、1３：30～1６：３０

参加：高田先生、高橋先生、県内の教員関係者、事務局

内容：徳島県版ミステリーver1の体験、意見交換等
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４.トライアル授業

時期：１０月～１１月で予定

内容：WSや研修に参加した教員の学校等にてver2を使った

トライアル授業を開催（３校程度で調整中）。

※トライアル授業で得られた意見を踏まえ教材を完成させる。
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５．とくしま環境学習フォーラム
「とくしま環境学習フォーラム」にて、「県版気候変動ミステリー」

の活用の仕方や教育的効果などを紹介し、教員への教材の認知・関心
を向上させ、現場での教材の活用を浸透させる。

項 目 内 容（予定）

日 時 2027年1月25日（月）、14：00～16：00

方 法 ハイブリッド形式（会場：県立総合教育センター）

対 象 県内の教育関係者ほか

内 容 環境活動実践事例の発表

基調講演～気候変動ミステリーについて～
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NPO法人徳島サステナブル社会推進センター

（徳島県地球温暖化防止活動推進センター/

徳島県気候変動適応センター）

ご清聴ありがとうございました。
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